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配置図・付近見取図
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Ｋ－１８

Ｋ－１９

Ｋ－２０

Ｋ－０１

職員室廻り平面詳細図・展開図1

職員室廻り展開図2

１階園児便所平面詳細図・展開図

部分詳細図

Ｋ－２１

Ｋ－２２

Ｋ－２３
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Ｋ－２９

Ｋ－３０

Ｋ－３１

Ｋ－３２

Ｋ－３３

Ｋ－３４

Ｋ－３５

Ｋ－３６

Ｋ－３７

Ｋ－３８

Ｋ－３９

Ｋ－４０

Ｋ－４１

旧下野幼稚園解体工事

設計概要・屋外仕上表

内部仕上表

遊戯室平面詳細図・展開図

屋根伏図・天井伏図・建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ

矩計図

階段詳細図

保育室1・2平面詳細図・展開図

保育室3平面詳細図・展開図

家具詳細図

建具表1

建具表2

建具表3

建具表4

建具表5

建具表6

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫詳細図

屋外滑り台詳細図

外構詳細図1

外構詳細図2

軽量鉄骨物置詳細図

遊具他姿図

浄化槽　詳細図（参考図）

杭伏図・基礎伏図

２階・R階梁伏図

基礎リスト

柱梁リスト

小梁・壁・床版リスト

雑配筋図

配筋詳細図

KE－０１

KE－０２

KE－０３

KE－０４

KE－０５

KE－０６

KM－０１

KM－０２

KM－０３

KM－０４

KM－０５ 2階平面図 空調換気設備工事（撤去図）

1階平面図 空調換気設備工事（撤去図）

2階平面図 給排水衛生設備工事（撤去図）

1階平面図 給排水衛生設備工事（撤去図）

配置図 給排水衛生設備工事（撤去図）

自動火災報知設備設備　１階・２階平面図

弱電設備　１階・２階平面図

電灯設備　１階・２階平面図

幹線動力設備　1階・２階平面図

電気設備　配置図特記仕様書（解体１）

特記仕様書（解体２）

コンセント設備　１階・２階平面図



総　　　　則

工 事 概 要

２．工事種目

１．工事場所

１．共通仕様

（１)図面及び特記仕様に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事共通仕

２．特記仕様

（２)特記事項は、・印の付いたものを適用する。

    ・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

    ・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

（４)特記事項に記載の (標 . . ) 内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（３)特記事項に記載の [ . . ] 内表示番号は、解体共通仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

  部 分 完 成  ・無　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・無　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）  部 分 引 渡 し

                       　　　  ( ・管理財物担保特約に加入のこと）

 ・任意にて加入

 2 )建 設 共 済 等

 ・建設業退職金共済制度　　当初の請負金額が500万円以上の場合は、掛金収納書を提出する

 下記の制度について加入すること。

 ・任意にて加入

　　　　　　　　　　　　 こと。また、増額の契約変更があった場合についても、その分を

 ・請負業者賠償責任保険　　　　　　　　　 　　　　　（保険証の写しを提出）

　　　　　　　　　　　　 提出すること。　　共済証紙購入額：請負金額の 0.8/1000以上

※資材の購入及び下請け業者の選定に際しての留意事項

　資材の購入及び工事の一部を下請け業者にて施工する場合、業者の選定に際しては、

　出来る限り市内業者を優先させること。

なお、他の退職金制度に加入している等、共済証紙を購入する必要がない場合は、理由書の

提出をもって共済証紙の購入を不要とする

※請負金額が 500万円以上の場合は、登録を行う。                   　　       　   [1.1.4]1 工事実績情報の登録

2 工事の記録

　　※工事着工前　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　１部

　　※工程写真　　　各工程毎に編集の上提出　　　　　　　　　　　　　　１部

　　※竣工写真　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部

　※工事の各記録写真については、デジタル画像にて整備編集を行うように努めること。

１
章
　
一
般
共
通
事
項

章 項　　　　目 特　　  記 　 　事　  　項

3 電気保安技術者

事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は、その電気工作物の工事に必要な電気主任技術

者の資格を有する者又はこれと同等の知識及び経験を有する者とする。

・適用する　　・適用しない                             　                      [1.3.3]

一般電気工作物に係る工事の電気保安技術者は、第一種又は第二種電気工事士の資格を有する者

※工事写真については以下による。（編集工程写真はA4版程度）　　　　　　　　　　   [1.2.3]

　※工事の各記録写真については、デジタル画像にて整備編集を行うように努めること。

（１)項目は、〇印の付いたものを適用する。

様書・同解説(令和4年版)」(以下「解体共通仕様書」という。)による。

※提出書類はＡ４版とする

※産業廃棄物税

　課税対象となった場合には、翌年度に産業廃棄物税納税証明書等を添付して、本工事により生じた産業

　廃棄物税相当分を請求することができる｡

工事名

四日市市都市整備部営繕工務課

図面番号日付 図面名 縮尺

一級建築士　登録　第　　　　　　　　号

四日市市諏訪町１番５号

特記仕様書（解体１） 

/

とする。

4-1 週休2日制工事

６
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綿
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有
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の
除
去
及
び
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理

労働安全衛生法第28条第1項の規定に基づく技術上の指針（建築物等の解体等の作業及び労働者が

石綿等にばく露するおそれがある建築物等における業務での労働者の石綿ばく露防止に関する

記述上の指針）を遵守すること。

石綿障害予防規則及び大気汚染防止法の各規定に基づく官公署等への報告等を行うこと。

　・アスベスト除去に伴う官公署等への届出申請を行うこと。

　・石綿含有事前調査結果の都道府県知事及び労働基準監督署への報告を行うこと。

　・事前調査結果及び特定粉塵排出等作業の掲示を行うこと。

　・アスベスト除去に伴う作業計画の作成を行うこと。

　・アスベスト除去完了に伴う発注者への報告を書面にて行うこと。

1 一般事項

※書面調査及び現地調査の調査結果を監督職員に提出すること。

2 施工調査

　及び整地 盛　土　　　　　・ 行う　　　・ 行わない

4 埋戻し、盛土 解体後の埋戻し　・ 行う　　　・ 行わない　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　[3.13.1]

3 地下埋設物等 地下埋設物及び埋設配管等の解体　　・ 行う　　　・ 行わない　　　　　　　　  　　[3.12.1]

※　対象樹木等は図示による。

・　樹木等の伐採抜根　　・ 行う　　　・ 行わない

・　樹木等の移植　　　　・ 行う　　　・ 行わない

・　樹木等の伐採　　　　・ 行う　　　・ 行わない　　　　　　　　　　　　　  　　[3.11.1]2 構内舗装、樹木等

1 杭 杭の解体　　・ 行う　　　・ 行わない　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　[3.9.2]

・ 引抜き工法　　　・ 破砕工法３
章
　
解
体
施
工

5 廃棄物管理票 ※　廃棄物管理票（マニフェスト）確認表を作成し、監督職員にＡ票及びＤ票もしくはＥ票

    の確認を受けるものとする。ただし、電子情報処理組織に登録（電子マニフェスト）に

　　より確認を行う場合は、この限りではない。

　広域認定制度

3 最終処分

最終処分場（廃棄物の種別に応じ許可を受けた施設　　　　　                 ）

最終処分物（引渡しを受ける物及び再資源化を行うもの以外の物               ）　  　[4.4.3]

2 産業廃棄物 産業廃棄物の広域的処理　　・ 行う　　　・ 行わない　　　　　　　　 　　　　　　　[4.4.2]

・　上記以外の石膏ボード　　　　・最終処分　　　・再資源化

・　ひ素・カドミウム含有石膏ボード

・　ＣＣＡ処理木材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　[4.5.1]4 処理に注意を要する

　建設廃棄物

４
章
　
建
設
廃
棄
物
の
処
理

1 再資源化等

ガラス　　　　・ 行う　　　・ 行わない

木材の縮減　　　　　・ 行う　　　・ 行わない

※　特定建設資材廃棄物は、再資源化を行う（再資源化が困難な場合は縮減）

現場での利用　　　　・ 行う　　　・ 行わない

中間処理施設（　廃棄物の種別に応じ許可を受けた施設　　　　　　　　　　　　　）　 [4.4.1]

再資源化施設（　同上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

硬質ポリ塩化ビニル管・継手　　　　　・ 行う　　　・ 行わない

水銀使用製品産業廃棄物　　　　・ 行う　　　・ 行わない

2 特別管理産業

ＰＣＢを含む機器類

特別管理産業廃棄物の処理等　　　・ 行う　　　・ 行わない　　　　　　　   　　　　[5.4.1]

　廃棄物の処理等

ＰＣＢ含有シーリング材

廃油

廃酸・廃アルカリ

ダイオキシン類

特別管理産業廃棄物の分析調査　　・ 行う　　　・ 行わない　　　　   　　　　　　　[5.1.2]
５
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5 施工中の安全確保

・特定建設資材の搬出

　　再資源化等を行う（再資源化が困難な場合には縮減）

6 発生材の処理等 ・引渡しを要するもの（         　             　　　　　　　　　　　　   ）   [1.3.10]

・工事現場において再利用及び再資源化を図るもの（         　              ）

・特定建設資材以外の搬出   ・構外搬出適正処理

※廃棄物管理票（マニフェスト）確認表を作成し、監督職員にＡ票及びＤ票もしくはＥ票

  の確認を受けるものとする。ただし、電子情報処理組織に登録（電子マニフェスト）に

　より確認を行う場合は、この限りではない。

※建設発生土を搬出する場合は、事前に書面にて処分地の報告(位置図等)を行い、処分地

　での処理状況が分かる写真を提出すること。また、処分地が民有地の場合、土地所有者

からの建設発生土受入承諾書の写しを提出すること。

7 石綿含有建材の調査

公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律の定めにより、施工体制台帳の写しを

提出すること。なお、警備業者についても記載すべき下請負人の範囲に含むものとする。

8 施工体制台帳の提出

　調査の結果、設計図書と異なる場合は、監督職員と協議する。

※現地調査を行い、事前調査結果報告書を作成し、提出する。

　※分析調査は「建材中の石綿含有率の分析方法について(令和3年12月22日改正)」に基づき行う。

事前調査（有資格者）　　※行う　　・行わない　　　　　　　　　　　　　　　　　[1.4.1]

分析調査　　・行う（対象箇所：　　　　　　）　　※行わない

　　　　　　※定性分析　　・定量分析

3.加熱アスファルト200t以上

・建設副産物を搬出する際の計画

1.土砂500m3以上

2.コンクリート塊、アスファルト塊、建設発生木材の合計が200t以上

・再生資材を利用する際の計画

1.土砂500m3以上

2.砕石500t以上

完成後に発注者から請求があったときは、その実施状況を発注者に報告しなければならない。

施工前に発注者に再生資源利用促進計画を提出し、その内容を説明しなければならず、工事の

資源利用促進計画の作成を要する工事である場合（下記内容該当工事）は、受注者は、工事の

※本工事が資源の有効な利用の促進に関する法律（平成三年法律第四十八号）の規定により再生9 資源有効利用促進

　　　　　　　・交通誘導警備員Ａ　　※交通誘導警備員Ｂ

　　調査結果報告書等の貸与　　　・有　　　・無

※　防音パネル等を取り付ける足場等の範囲　

※　図示による。　

２
章
　
仮
設
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なお、シート類は防炎処理されたものとする。

・　防音シートをジョイントの重ねと結束を十分に施し、隙間なく取り付ける。

※　防音パネルを隙間なく取り付ける。

・　メッシュ金網、養生シート等を隙間なく取り付ける。

1 騒音･粉じん等の対策 ※　騒音、粉じん等の対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　[2.2.1]

 1)保険及び保証

4 工事用水 構内既存の施設　・利用できる（・有償　・無償）　・利用できない

3 工事用電力 構内既存の施設　・利用できる（・有償　・無償）　・利用できない

2 監督職員事務所等

※　ブレーカー、穿孔機、圧砕機等による粉じん発生部には、常時散水を行うこと。　

1 施工計画調査

　微量ＰＣＢの分析調査　　・ 行う　　　・ 行わない　　　　　　　　   　　　　　　

分析調査及び撤去　　　　・ 行う　　　・ 行わない　　　　　　　　　　　   　　　

・焼却処分　・中間処理施設での再生処理　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　

・中和処理　・焼却処分　・中間処理施設での再生処理　　　   　　　　　　　　　　

サンプリング調査　　・行う　　　・行わない　　　　　　　　　　　　　   　　　　

分析による調査　　・ 行う　　　・ 行わない　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が本工事により生じた産業廃棄物が、

　・週休2日制対象外工事

・工程計画については、関係者等と十分に調整を行った上で進めること。

・道路の汚損がないように努めると共に、汚損した場合は直ちに清掃を行うこと。

・大型車両通行時には、誘導員等を配置し、安全確保に努めること。

・足場を60日以上設置する場合は、着手の30日前までに、設置届を所管官庁へ提出すること。

・既設構造物を汚損した場合は、受注者負担にて補修等を行うこと。

・資機材の搬出入は第三者の安全に留意して、災害及び事故の防止に努めること。

　の泥水の流出を防止すること。

・工事により発生する残土や廃材、汚泥等は適切処理を行うこと。また、釜場を設け、敷地外へ

・振動、騒音、ほこりのでる作業やその他について、事前に施設管理者及び近隣施設等と調整を

　行うこと。

　建設重機を使用し周辺への影響に配慮すること。

・音の発生する工事は昼間の作業とし、早朝、夕方以降は作業を行わないこと。また、低騒音の

・仮囲い等について周辺住民等の安全上、使用上支障がないように計画し、維持管理に努めること。

・工事に関わる法令手続きは受注者にて行うこと。手続きに係る手数料は受注者の負担（道路占用

  許可申請における占用料は除く）とする。

・週休2日制対象外工事の現場閉所日については下記による。

　※土日閉所　　・土日以外閉所

4-2 施工条件 　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　  　　［1.3.5］

・工事着手前に周辺住民への工事説明会が開催される場合は資料作成等に協力すること。

・工事用車両の駐車場及び資機材置場　※敷地内　　　・　　

・施工に際しては、工程及び施工内容について施設管理者と綿密な調整を行うこと。

・現場閉所日、祝日、夜間に作業を行う場合は、事前に「休日及び夜間工事承諾願」を提出し、

　監督職員の承諾を得ること。

※土日閉所

　・(　　　　　　　　)工事は土日作業とする。

　・令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日は土日作業とする。

・土日以外閉所

　※土日以外閉所における現場閉所日は、着手前に監督職員と協議の上設定すること。

　　なお、現場閉所日については、原則として毎週連続する同一の曜日とすること。

土日完全週休2日制工事の現場閉所日については下記による。

　※土日完全週休2日制工事(発注者指定型(月単位))

　・土日完全週休2日制工事(受注者希望型(通期))

　(・工事の実働日数が30日未満の工事　・現場閉所困難な工事　・　　　　 　　　 　　　　)

は下記による。

四日市市　朝明町　地内

解体工事

 ・法定外労災補償制度　　　　　　　　　　　　　 （加入証明書の写しを提出） 

・設ける　（規模・備品等の設置は下記による）   ・設けない                      [2.3.1]

 旧下野幼稚園解体工事  

K-01
　令和8年6月

旧下野幼稚園解体工事　特記仕様書

交通誘導員　　※配置する　１名以上（作業日は必ず）　・配置しない   　　　　    [1.3.6]

・工事期間中は、近隣住民の安全確保に努めること。

　また、強風時は施工を行わないこと。

・解体中は周辺環境に配慮し、必ず散水を行い、埃の飛散及び汚泥の流出に注意して施工すること。

「四日市市週休2日制工事実施要領（営繕工事）」（令和8年6月22日改正）に基づく適用

令和8年7月版
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理

工事名

四日市市都市整備部営繕工務課

図面番号日付 図面名 縮尺

一級建築士　登録　第　　　　　　　　号

四日市市諏訪町１番５号

特記仕様書（解体２） 

/

　　　ない。

　　　条の規定により主務大臣が定める指針をいう。）に則り、障害者に対して適切な対応を行うよう努めなければなら

　　　上記１に定めるもののほか、受注者（受託者）は、本業務を履行するに当たり、本業務に係る対応指針（法第１１

２．対応指針に沿った対応

　　　　　意するものとする。

　　（２）（１）に規定する適切な対応を行うに当たっては、対応要領に示されている障害種別の特性について十分に留

　　　　　る適切な対応を行うものとする。

　　　　　とする不当な差別的取扱いの禁止」及び「社会的障壁の除去のための合理的な配慮の提供」等、障害者に対す

　　　　　る四日市市職員対応要領（平成２９年２月２８日策定。以下「対応要領」という。）に準じて、「障害を理由

　　　　　２５年法律第６５号。以下「法」という。）に定めるもののほか、障害を理由とする差別の解消の推進に関す

　　　　　託者）」という。）は、本業務を履行するに当たり、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成

　　（１）この契約による事務・事業の実施（以下「本業務」という。）の請負（委託）を受けた者（以下「受注者（受

１．対応要領に沿った対応

暴
力
団
等
不
当
介
入
に
関
す
る
事
項

　　（３）(1)(2)の義務を怠ったときは、四日市市建設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札参加資格停止等の措置

　　　　　を講ずる。

　　　　　れがあるときには、業務発注所属と協議を行うこと。

　　（２）契約の履行において、不当介入を受けたことにより、業務遂行に支障が生じたり、納期等に遅れが生じるおそ

　　　　　を行うこと。

　　（１）不当介入には、断固拒否するとともに、速やかに警察へ通報並びに業務発注所属へ報告し、警察への捜査協力

２．暴力団等による不当介入を受けたときの義務

　　　することがある。

　　　により、四日市市建設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札参加加資格停止措置を受けたときは、契約を解除

１．契約の解除

障
害
者
差
別
解
消
に
関
す
る
事
項

　　　請け負った第三者に対して、監査又は検査を行うことができる。

第14　甲は、乙又は乙の従事者がこの個人情報取扱注意事項に違反していると認めたときは、契約の解除及び損害賠償の

　　　請求をすることができる。

　 2　甲は、前項の目的を達するため、乙に対して必要な情報を求め、又はこの契約による業務の処理に関して必要な指示

　　　をすることができる。

　　　いることを検証および確認するため、乙及び第6の規定により甲の承諾を得てこの契約による業務を受託し、又は

第13　甲は、この契約による業務に係る個人情報の取り扱いについて、この契約の規定に基づき必要な措置が講じられて

　 2　乙は、この個人情報取扱注意事項に違反する事故が生じ、又は生じるおそれがあることを知ったときは、速やかに

　　　甲に報告し、甲の指示に従うものとする。

第11　乙は、この契約による工事の施工に当たって、個人情報の取り扱いに関して苦情があったときは、適切かつ迅速な

　　　処理に努めるものとする。

　　（契約解除及び損害賠償）

第12　乙は、甲から個人情報の取扱の状況について報告を求められた場合は、直ちに報告しなければならない。

　　（定期報告及び事故発生時における報告）

　　（苦情の処理）

　　（監査及び検査）

　　（研修・教育の実施）

　　　報の適正な取り扱いに資するための研修・教育を行うものとする。

第10　乙は、乙の従事者に対し、個人情報の重要性についての認識を深めるとともに、この契約による工事における個人情

　　　消去されたことを直接確認しなければならない。

　４　前項ただし書の規定により、第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合においては、乙は、当該資料等が廃棄、又は

　　　より、乙又は第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合を除く。

　　　終了後速やかに当該第三者から資料等を回収のうえ甲に返還し、又は引き渡さなければならない。ただし、甲の指示に

　３　乙は、第6の規定により甲の承諾を得てこの契約による工事に係る個人情報を第三者に再提供したときは、当該工事の

　　(2)　電子媒体　データ完全消去ツールによる無意味なデータの上書き、もしくは媒体の破砕

　　(1)　紙媒体　　シュレッダーによる裁断

　２　前項の廃棄又は消去は、次の各号に定めるほか、他に漏えいしないよう適切な方法により行うものとする。

　　　後速やかに甲に返還し、又は引き渡さなければならない。ただし、甲の指示により廃棄し、又は消去する場合を除く。

第９　乙は、この契約による工事を施工するに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等を、当該工事の終了

　　（資料等の返還）

　　　ければならない。

　　　に、資料等を善良なる管理者の注意をもって保管又は管理し、漏えい、滅失及びき損の防止その他適切な管理を行わな

　３　前項の場合において、乙は、資料等に施錠又は暗号化等を施して関係者以外の者がアクセスできないようにするととも

　　　により確認するものとする。

　２　甲及び乙は、乙が前項の指示又は承諾により資料等を持ち出す場合、その内容、期間、持ち出し先、輸送方法等を書面

　　　において同じ。）を契約書に指定された作業場所から持ち出してはならない。

第８　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、資料等（複写又は複製したものを含む。第9

　　（持ち出しの禁止）

　　　甲から提供された個人情報が記録された資料等（以下「資料等」という。）を複写し、又は複製してはならない。

第７　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、この契約による工事を施工するに当たって、

　　（複写、複製の禁止）

　３　前項の場合において、乙は、再提供先と本注意事項に準じた個人情報の取り扱いに関する契約を交わすものとする。

　　　ければならない。

　２　乙は、前項の承諾により再提供する場合は、再提供先における個人情報の適正な取り扱いのために必要な措置を講じな

　　　必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により収集しなければならない。

第５　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するために、個人情報を収集するときは、当該工事を施工するために

第６　乙は、あらかじめ甲の承諾があった場合を除き、この契約による工事に係る個人情報を第三者に再提供してはならない。

　　（再提供の禁止）

　　（収集の制限）

　　　ことができるものとし、乙は、その指示に従わなければならない。

　　　め、又は乙の作業場所を実地に調査することができるものとする。この場合において、甲は乙に必要な改善を指示する

　４　四日市市（以下「甲」という。）は、必要があると認めたときは、個人情報の管理状況等に関し、乙に対して報告を求

　　　等について適正な指導管理を行わなければならない。

　３　管理責任者は、個人情報を取り扱う工事の従事者を必要な者に限定し、これらの従事者に対して、個人情報の管理方法

　　　範囲を超えて使用し、又は他人に知らせてはならない。

第３　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するに当たって知り得た個人情報を当該工事を施工するために必要な

　２　乙は、個人情報の適正な管理のため、管理責任者を置くものとする。

　　　必要な措置を講じなければならない。

第４　乙は、この契約による工事に係る個人情報の漏えい、滅失又は改ざんの防止その他の個人情報の適正な管理のために

　　（適正な管理）

　３　前２項の規定は、この契約が終了し、又は解除された後においても同様とする。

　２　乙は、乙の従事者が在職中及び退職後においても、前項の規定を遵守するように必要な措置を講じなければならない。

　　（秘密の保持）

　２　乙は、この契約による工事において個人情報が適正に取り扱われるよう乙の従事者を指揮監督しなければならない。

　　　第11条に規定する義務を負う。

　　　個人情報の取り扱いに関する事項

　　　扱う際には、個人情報の保護の重要性を認識し、個人の権利利益を侵害することのないようにしなければならない。

第１　この契約による工事の施工者（以下「乙」という。）は、この契約による工事を施工するに当たり、個人情報を取り

　　（基本事項）

　　（施工者の義務）

　　　するに当たり、個人情報を取り扱うときは、個人情報の保護に関する法律（平成15年法律大57号。以下「法」という。）

第２　乙及びこの契約による工事に従事している者又は従事していた者（以下「乙の従事者」という。）は、当該工事を施工

個
人
情
報
取
扱
注
意
事
項

吹付け材の施工数量調査　　※行う

除去吹付け材（　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）　の除去

3 石綿含有吹付け材

空気の流れ

又は、敷地境界

　処理作業前

　処理作業中

　処理作業後

　(隔離ｼｰﾄ撤去前)

  測定４

  測定７

  測定８

施行区画周辺

又は、敷地境界

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

  処理作業室内

施行区画周辺

  (注)１

を確認

　測定時期  測定名称 　  測　定　場　所
  　　　　測　定　点

　　　 (各施工箇所ごと)
　備考

  (注)１

  測定２

  測定３   処理作業室内

　大気

  処理作業室内  測定１

  測定５   (注)２

（処理作業室外の場合）

  測定６
　施行区画周辺

　又は、敷地境界
　 －

  (注)１

　大気

　　　各２点又は３点

　　　計２点

　　　各２点又は３点

　　　１点

　　　１点

　　　４方向各１点

　　　各２点又は３点

　　　４方向各１点

　(注)１．各施工箇所ごとの室面積が50㎡以下までは２点、300㎡以下までは３点とする。

　　　　　300㎡を超えるものは、監督職員と協議する。

　(注)２．集じん・排気装置の性能確認

  表6.4　　石綿粉じん濃度測定

　集じん・排気装置

  の排出口

※除去工法については、工法に関する資料を監督職員に提出し、承諾を得ること。

作業場の隔離等　※行う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[6.3.1]

作業場の区画　・行う　・行わない

　の除去

5 石綿含有保温材等

　認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

除去保温材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

　認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

・剥離材併用超音波ケレン工法　・集塵装置付ディスクグラインダーケレン工法

・剥離材併用高圧水洗工法　・剥離材併用超高圧水洗工法　・剥離材併用手工具ケレン工法

・集じん装置付高圧水洗工法　・集じん装置付超高圧水洗工法　・超音波ケレン工法

・水洗い工法　・手工具ケレン工法

・剥離材併用超音波ケレン工法　・集塵装置付ディスクグラインダーケレン工法

　上記工法によらない場合は監督職員と協議の上、承諾を得ること。

撤去の範囲　　・全面撤去　・図示による

処分方法

作業場の隔離及び養生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

除去工法の試験施工　・行う　※行わない

アスベスト含有仕上塗材の除去(除去工法、養生、粉じん飛散防止措置、呼吸用保護具・保護

衣等)ついては、「建築物の改修、解体時における石綿含有建築用仕上塗材からの石綿粉じん

飛散防止処理技術指針」による。

アスベスト含有仕上塗材の有無　・有　・無

除去仕上塗材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

　塗材の除去

　環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

　埋立処分する。

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で

     47mm

   10l/min

   210 min

   0.3 f/l             0.5 f/l    50 f/l

 総アスベスト繊維数      　200本又は視野数50視野

 アセトン－トリアセチン法又は、シュウ酸ジエチル法

 直径3μm未満、長さ5μm以上、長さと直径比３：１以上

     5 min

    1l/min

                     25mm

 位相差顕微鏡

 定量限界

 計数アスベスト

 計数条件

 試料の透明化

 試料の吸引時間

 試料の吸引流量

 メンブレンフィルタの直径

 計数機器

             120 min

             5l/min

　測　定　5　　測定1 , 2 , 4 , 6 , 7 , 8　測　定　3

  石綿粉じん濃度測定方法

「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」による。

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

6 石綿含有成形板

　の除去 除去成形板（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

作業場の養生　・行う　・行わない

※石綿含有ケイカル板第一種の除去は、隔離養生（負圧不要）を行う

※その他成形板については、切断・穿孔・研磨等の作業を伴う場合は、隔離養生（負圧不要）を行う

石綿含有石膏ボード

※管理型最終処分場で埋立処分する。

石綿含有石膏ボード以外

・埋立処分の場合は、石綿含有産業廃棄物として、安定型最終処分場の一定の場所で

　埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

　環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

※本工事に配置管理させる者（有資格者）

　※特定化学物質等作業主任者（H18.3.31以前の講習修了者）

　　又は石綿作業主任者（H18.4.1以降の講習修了者）

7　特記事項

石綿含有吹付け材の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　 　　　　　         [6.3.1]

石綿粉じん濃度測定　　※行う                                                    [6.1.3]

除去工法                                                                        [6.3.2]

処分方法                                                                        [6.3.3]

石綿含有保温材の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[6.4.1]

処分方法                                                                        [6.4.3]

石綿含有成形板の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[6.5.1]

処分方法                                                                        [6.5.3]

　　　四日市市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱（平成28年2月12日告示第38号）第３条又は第４条の規定

　令和8年6月
K-02

 旧下野幼稚園解体工事  

4 アスベスト含有仕上

石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板、波板ｽﾚｰﾄ
露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫 屋根
園舎屋上、屋内便所天井材

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫 外壁
園舎 外壁 軒裏・階段室 天井 壁 ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付、複層塗材吹付材E

ﾊﾟｰﾗｲﾄ吹付（下地調整剤）

除去工法（飛散防止剤を散布の上、下記工法とする）

・隔離養生不要　・隔離養生必要(負圧不要)・その他（床養生）

令和8年7月版



撤去　 付属物リ スト

1

砂場用足洗い場

ﾀｲﾔ及びﾀｲﾔﾌｪﾝｽ　　　3本+11本+4本　程度

[ 外構詳細図参照 ]

石積 0.5ｍｘ0.5ｍｘ0.5ｍ　　約30個　程度

屋外掲示板（ｽﾁｰﾙ製） W＝1.3m　H＝1.8ｍ　　基礎300角　ｘ　2箇所　程度

（木造）

2，U字側溝 2，U字側溝

scale

工事設計図

山田建築設計株式会社 一級建築士　第153321号　山田　純治

年　　　月旧下野幼稚園解体

配置図・付近見取図

(A2)S=1：200　(A3)S=1：284
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配置図　　　S=1：200

隣地境界線　52,500
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H
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隣地境界線　52,300
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地
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界
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3
7
,
0
0
0

（すべり台）
（鉄棒）

（はん登棒）
（ﾁｪﾝﾈｯﾄｼﾞｬﾝｸﾞﾙ）

（ｼﾞｬﾝｸﾞﾙｼﾞﾑ）

（３か所）

（すべり台）

（リス）

2
.
5
ｍ2.5ｍ

1
.
0
ｍ

11.5ｍ

ｽﾁｰﾙ
物置A

ｽﾁｰﾙ物置B
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※

※
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1，土留め擁壁+ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH＝1200

1，土留め擁壁+ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH＝1200

（雲梯）
1，土留め擁壁+ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH＝1200

（A）

1、土留め擁壁+ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH＝1200

7，ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

8，ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石

9，ｺﾝｸﾘｰﾄ平板

10，化粧ﾌﾞﾛｯｸ １段

18，ﾀｲﾔﾌｪﾝｽ 11本

18，ﾀｲﾔﾌｪﾝｽ 4本

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫
11，

20，屋外掲示板

19，石積み

21，遊具

（木製小屋）

22，遊具 23，遊具
24，遊具

25，遊具
26，遊具

27，遊具

31，遊具

33，飼育小屋

34，遊具

35，ベンチ

（RC造）

（CB造）

+100

2，U字側溝

2，U字側溝

2，U字側溝

花壇5，

6，花壇（B）

2，U字側溝・3，鋼製側溝蓋

3，鋼製側溝蓋

2，U字側溝・3，鋼製側溝蓋

3，鋼製側溝蓋 3，鋼製側溝蓋

2
.
0
ｍ

3
.
2
ｍ

3.0ｍ

3.0ｍ

32，遊具
（太鼓橋）

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

インターロッキング　ｔ＝60　約13ｍ2 程度

コンクリート縁石　W120　　約11.5ｍ+2.5ｍ程度

コンクリート平板  t＝30　約13m2 程度

花壇（B）　コンクリート製既製品 H＝200 t=60　0.6ｍ+1.8ｍ+0.6ｍ 程度

化粧コンクリートブロック ｔ＝100　１段　　約 1.6ｍ+4.0ｍ+2.5ｍ

花壇（A）　

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫（CB造）

17

17，砂場用足洗い場

18，ﾀｲﾔ

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

遊具（木製小屋） 1.5ｍｘ1.5ｍ　Ｈ=1.8ｍ　　ベタ基礎　1.5ｘ1.5　ｔ=200程度

遊具（滑り台）

遊具（ 鉄棒）

8.0ｍｘ2.0ｍ　Ｈ=2.5ｍ
基礎900ｘ900ｘ600 ・400ｘ800ｘ200 3箇所 程度　及びｺﾞﾑﾏｯﾄ3.0ｘ1.0 2枚

5.5ｍ　Ｈ=1.1ｍ　　基礎500角 ｘ 4箇所 程度
　　及びｺﾞﾑﾏｯﾄ　6.0ｘ1.2

遊具（はん登棒）

遊具（ﾁｪｰﾝﾈｯﾄｼﾞｬﾝｸﾞﾙｼﾞﾑ）

2.0ｍφ　Ｈ=2.5ｍ　　基礎600角+200角ｘ6箇所 程度

2.7ｍφ　Ｈ=3.0ｍ　　基礎600角+200角ｘ6箇所 程度

遊具（ ｼ゙ ｬﾝｸﾞ ﾙｼ゙ ﾑ） 2.7ｍｘ2.0ｍ　Ｈ=2.5ｍ　　基礎3000ｘ2200ｘ100 程度

遊具（ 雲梯）

29，遊具
（ﾌﾞﾗﾝｺB）

28，遊具
（ﾌﾞﾗﾝｺA）

遊具（ﾌﾞﾗﾝｺ A）

遊具（ﾌﾞﾗﾝｺ B）

5.0ｍｘ0.6ｍ　Ｈ=2.2ｍ　　基礎300ｘ900ｘ300　ｘ　4箇所 程度
　　及びｺﾞﾑﾏｯﾄ　5.0ｘ2.0

3.5ｍｘ2.2ｍ　Ｈ=2.0ｍ　　基礎600角 ｘ 4箇所 程度
　　及びｺﾞﾑﾏｯﾄ　2.0ｘ1.0　２枚

　　及びｺﾞﾑﾏｯﾄ　2.0ｘ1.0　２枚
2.5ｍｘ2.2ｍ　Ｈ=2.0ｍ　　基礎600角 ｘ 4箇所 程度

30，ｽﾁｰﾙ柵

30，ｽﾁｰﾙ柵

33

34

35

スチール柵 50φ 程度　約13ｍ、Ｈ0.7 支柱 10本程度
基礎　300角 ｘ 10箇所 程度

3.4ｍｘ1.4ｍ　Ｈ=1.3ｍ　　基礎3500ｘ1600ｘ100　程度

遊具（太鼓橋）

飼育小屋

遊具（ぞう 滑り台）

遊具（りす）

ベンチ

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ式
倉庫

（軽量鉄骨造）

[ 外構詳細図参照 ]

[ 外構詳細図参照 ]

300φ

撤去　 樹木リ スト

高さ 本数 備考

撤去　 抜根

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

400φ 1

1

300φ 1

1

1

1

3. 0ｍ

1

1

1

5000φ 1

a

b

c

d

e

f

g

h

j

k

l

m

n

o

p

〃q

〃1.0ｍ - 1000φ※

4.0ｍ 4000φ

3.0ｍ 150φ 1500φ

4.0ｍ 2500φ

32.0ｍ 200φ 1000φ

4.0ｍ 250φ 3000φ

5.0ｍ 3500φ

52.0ｍ 100φ 2000φ

2.5ｍ 150φ 2000φ

200φ 2500φ 1

4.5ｍ 600φ 4500φ

3.0ｍ 300φ 3000φ

300φ 2000φ5.0ｍ

4.0ｍ 400φ 4000φ 1

3.0ｍ 200φ 3000φ 2

5.0ｍ 500φ

3.5ｍ 300φ 2500φ 2

5.5ｍ 400φ 5000φ 1

24

[ 外構詳細図参照 ]

国旗台 旗揚ﾎﾟｰﾙ [ 外構詳細図参照 ]

12，国旗台 旗揚ﾎﾟｰﾙ

14，

16，ﾊﾟｰｺﾞﾗ

スチール物置 B　1.5ｘ5.5　Ｈ=2.5　　ベタ基礎　1.5ｘ5.5　ｔ=200程度

スチール物置 A　1.8ｘ3.5　Ｈ=2.4　　ベタ基礎　2.4ｘ3.5　ｔ=200程度

[ 外構詳細図参照 ]

[ 外構詳細図参照 ]スチール　パーゴラ

15，砂場 枠

6,00029,000

Ｎ

解体建物を示す
解体建物周囲　 外部足場+防音シート 土間ｺﾝｸﾘ ﾄー撤去範囲を示す

（20ftｺﾝﾃﾅ）

ﾕﾆｯﾄﾊｳｽ

R7 9

花壇

i

<解体工事特記事項>

・基礎及び地中埋設物は監督職員の指示を得て、砕石以外は全て撤去を行うこと

・杭引き抜き工事の際は、足元養生の為縞鉄板（t=22）設置すること

-50
-50

13，

スチール製　1.8ｍｘ1.8ｍ　Ｈ=2.0ｍ　基礎無し

1.0ｍｘ0.5ｍ　H=0.6m　基礎なし

0.6φ　　H＝0.4ｍ　　３か所　基礎なし

4，正門（ｽﾁｰﾙ門扉、RC門塀、花壇）

道
路

境
界

線
 
 
3
6
,
8
5
0

砂場 枠　ｼｰﾄ敷き

3.0ｍｘ1.5ｍ　Ｈ=1.2ｍ　　基礎300角　ｘ　4箇所　程度
　　及びｺﾞﾑﾏｯﾄ　2.0ｘ1.0　３枚

1
.
6
ｍ

4.0ｍ

36 [内部設備撤去清掃は別途工事]浄化槽 合併処理50人槽 [ 外構詳細図参照 ]

雨水枡[既設のまま]

※外部足場　 く さび緊結式足場

U字側溝 W240　敷地周囲は既存のまま、テラス前のみ撤去（約16.6m程度）

鋼製側溝溝蓋　W240用（約16.6m程度+約95.9m程度）

※土留め擁壁は既設のまま（西面 約18.6ｍ+11.8ｍ・南面 約51.3ｍ・東面 約36.3ｍ・北面 約51.0ｍ）

1，土留め擁壁+ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH＝1200
　　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾎﾞｰﾄﾞ約1.0m×1.0m　8枚

土留め擁壁の上 ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H1200　上部ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ 支柱ｶｯﾄにて撤去（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾎﾞｰﾄﾞ1.0m角程度　8枚共） 幹周(mm) 枝廻り(mm)

水道ﾒｰﾀｰBOX[既設のまま]

雨水枡[既設のまま]

引き込みｺﾝｸﾘｰﾄ柱
(撤去)KE-01図による

K-03

36,浄化槽

工
事
車
両

進
入

口

交

Ｎ

下野小学校

工事場所

付近見取図  S=1;3000

・解体工事に伴う電気配線及び機械設備配管は特記なき限り全て撤去とする

・設備配管の撤去は、別図参照（KM-01～05）とする

・排水管は敷地境界にてキャップ止めとする（KM-01参照）

・ﾀｲﾔは撤去後敷地に１ヶ所にまとめて残置とすること（施設管理者に引渡し）

・杭撤去後は貧配合ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ（W/C300％）を注入及び撹拌を行い埋め戻しをすること

正門（ｽﾁｰﾙ門扉、RC門塀、花壇）

<凡例>

：収縮門扉（W＝6.0ｍ、H=1.8m）を示す

：防音ｼｰﾄ＋くさび緊結式足場範囲を示す

交

：仮囲い（成形鋼板 H=2.0)範囲を示す ※敷地外周部（ﾌｪﾝｽ内側） L=約170m

・樹木の撤去は伐根を含むこと

・建物等解体撤去後は、基礎等撤去範囲内で現状土を敷均し、整地した上で

　十分に転圧を行うこと　※整地は敷地全体とする

・解体手順は、仮設設置を考慮し、検討を行うこと

：交通誘導員（作業日は必ず）



<解体工事特記事項>

・基礎及び地中埋設物は監督職員の指示を得て、砕石以外は全て撤去を行うこと

・杭引き抜き工事の際は、足元養生の為縞鉄板（t=22）設置すること
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6,00029,000
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既設U字側溝

土留め擁壁

既設土留め擁壁

既設U字側溝

既設U字側溝

既設U字側溝

既設土留め擁壁

-35 -35

-35

-35 -35

-35

-450

±0

配置図（解体後）　　　S=1：200

既設土留め擁壁

既設水道ﾒｰﾀｰBOX

-200

-
2
0
0

-
2
0
0

-200

-450

±0

±0

±0

±0

-2540程度

±0

±0

※図中の数値は想定整地ﾚﾍﾞﾙを示す

scale

工事設計図

山田建築設計株式会社 一級建築士　第153321号　山田　純治

年　　　月旧下野幼稚園解体

(A2)S=1：200　(A3)S=1：284

配置図（解体後）

R7 9

K-04

・解体工事に伴う電気配線及び機械設備配管は特記なき限り全て撤去とする

・設備配管の撤去は、別図参照（KM-01～05）とする

・排水管は敷地境界にてキャップ止めとする（KM-01参照）

・建物等解体撤去後は、基礎等撤去範囲内で現状土を敷均し、整地した上で

・ﾀｲﾔは撤去後敷地に１ヶ所にまとめて残置とすること（施設管理者に引渡し）

・杭撤去後は貧配合ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ（W/C300％）を注入及び撹拌を行い埋め戻しをすること

・樹木の撤去は伐根を含むこと

　十分に転圧を行うこと　※整地は敷地全体とする

・解体手順は、仮設設置を考慮し、検討を行うこと

現状土敷均し後、整地ﾚﾍﾞﾙ GL－３００程度

基礎底ﾚﾍﾞﾙ GL-1260 基礎梁底ﾚﾍﾞﾙ GL-1160 基礎小梁底ﾚﾍﾞﾙGL-860
ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

基礎底ﾚﾍﾞﾙGL-450 基礎底ﾚﾍﾞﾙGL-2540程度

浄化槽



scale

工事設計図

山田建築設計株式会社 一級建築士　第153321号　山田　純治

年　　　月R7 9旧下野幼稚園解体

設計概要・屋外仕上表

(A2)　NS　(A3)　NS

防滑性長尺塩ビシート貼り

特記事項）

部分 仕上げ材はｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材を示す

※特記なき限り全て撤去とする（全図面共通）

K-05



scale

工事設計図

山田建築設計株式会社 一級建築士　第153321号　山田　純治

年　　　月R7 9旧下野幼稚園解体

内部仕上表

(A2)　NS　(A3)　NS特記事項）

部分 仕上げ材はｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材を示す

K-06



掃除具入れ

scale

工事設計図

山田建築設計株式会社 一級建築士　第153321号　山田　純治

年　　　月

保育室1保育室2保育室3

倉庫1

園児便所1

1階平面図　　　S=1：100

テラス

階段室

足洗い

砂場

避難用すべり台

洗
PS

UP

足洗い

下駄箱

掃除具入れ

鏡

黒板

ロッカー 絵掛けハンガー

ストーブ取付板

ｽﾛｰﾌﾟ

1,400

2
,
4
0
0

8
00

4
,
0
0
0

U字溝 W240
鋼製フタ付き

ｱﾙﾐ床見切り

流し前 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼り

教師用整理棚

手洗い

棚

手洗い 手洗い

9,
0
0
0

通路

110 190 110 110 110

7,300 3,920 3,780 7,1107,110

29,220

隣地境界線

R7 9旧下野幼稚園解体

１階平面図

(A2)S=1：100　(A3)S=1：142 

Ｎ

1
5

1
5

柱芯▽
壁芯△

柱芯△
壁芯▽

≒2,423

≒
6
,
0
58 別棟

ﾕﾆｯﾄﾊｳｽ倉庫

ｽﾛｰﾌﾟ

土間ｺﾝ

Y2

Y1

9,
0
0
0

3
,
00
0

7,
5
0
0

5
00

3
,
0
0
0

木製棚２段

木
製

吊
棚

２
段

4
,
5
00 別棟

3,600

約
3
,
4
5
0

前室（木造）

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板

7,0007,0004,0004,0007,000

X0 X1 X2 X3 X4 X5

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ物置

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋付
集水桝450ｘ450

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

化粧ﾌﾞﾛｯｸ １段
ﾀｲﾔ

6,000

ｽﾁｰﾙ倉庫

1,600

≒950

（20fｺﾝﾃﾅ）

（軽量鉄骨造）

手洗いユニット

ストーブ取付板

玩具入れ

棚

吊り戸

29,000

ｽｸﾗｯﾌﾟ処分不可とし、適正に処分すること

注）ﾕﾆｯﾄﾊｳｽ倉庫（20fｺﾝﾃﾅ倉庫）は

K-07



scale

工事設計図

山田建築設計株式会社 一級建築士　第153321号　山田　純治

年　　　月
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